
２０２４年度 入学試験問題

算 数
（第４回）

［注意］

１．定規、三角定規、分度器、コンパス、計算機は使ってはいけません。

これらはかばんの中にしまいなさい。

２．試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。

３．解答用紙は、問題冊子の中にはさんであります。試験開始の合図があったら、

解答用紙を取り出して受験番号と氏名を記入し、QR コードシールをはりなさい。

４．解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

５．問題冊子の余白等は自由に使って構いません。

６．試験終了後、解答用紙のみ提出し、問題冊子は持ち帰りなさい。

東京都市大学付属中学校



（計算用）

― ２ ―― １ ―

１ 次の に当てはまる数を答えなさい。また、問８の解答をかきなさい。

問１ ÷ ÷＋０.６２５ ３.５１
３

問２ １２５cm３×８＋６.５dL －１３mL ×　　　　   ＋０.１L ×４＝２.０２４L

問３　ノート５０冊とペン７０本をできるだけ多くの子どもに同じ冊数、同じ本数配ったところ、

ノートは２冊、ペンは６本あまりました。子どもの人数は                      人です。

問４ １
４

　としお君の年令は現在                      才で、お母さんの年令の　  倍です。６年後、としお君の

年令はお母さんの年令の　  倍になります。
１
３

問５　８で割ると４あまり、１２で割ると８あまる２けたの整数の中で、最も大きい数は                      

です。

（ － ） ）＝３－３１５（

問６　右の図の斜線部分の面積の合計は                      cm２です。

ただし、円周率は３．１４とします。
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１ の問７に続きます。
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（計算用）

― ４ ―― ３ ―

１

ふくろ

問８　中身が見えない袋の中におはじきがたくさん入っています。この中からおはじきをいくつか

つかみとります。つかみとった個数について、正しいものを以下のア～エより選びなさい。

また、そのように考えた理由も答えなさい。ただし、おはじきは１個以上つかみとることとし、

袋の中に入っているおはじきを全部つかみとってもよいものとします。

ア．偶数個つかみとる可能性の方が、奇数個つかみとる可能性より高い。

イ．奇数個つかみとる可能性の方が、偶数個つかみとる可能性より高い。

ウ．偶数個つかみとる可能性と、奇数個つかみとる可能性は等しい。

エ．袋の中にもともと入っているおはじきが偶数個か奇数個かで、偶数個つかみとる可能性

　　と奇数個つかみとる可能性のどちらが高いかの結果が変わる。

問７　右の図のように、１辺が１cm の立方体をすきまなく

１８個組み合わせてできた立体の表面積は

                     cm２です。
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（計算用）
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２　直角三角形ＡＢＣを、点Ｂを中心として下の図の矢印①の向きに１５０°回転させた

ところ、直角三角形ＤＢＥに重なりました。

　また、直角三角形ＤＢＥを、点Ｄを中心として下の図の矢印②の向きに６０°回転させた

ところ、直角三角形ＤＦＧに重なりました。円周率を３.１４として、あとの問いに答えなさい。

問１　点Ｃが点Ｅまで動いたあとの長さを 、点Ｂが点Ｆまで動いたあとの長さを とするとき、

  ： を最も簡単な整数の比で表しなさい。

問２ 辺ＡＣが辺ＤＥまで動いたあとの図形の面積は何cm２ですか。

問３　上の図において点Ｂと点Ｆ、点Ｃと点Ｆをそれぞれ直線で結びます。このとき、

三角形ＢＦＣの面積は何cm２ですか。
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（計算用）

― ８ ―― ７ ―

３　Ａ君とＢ君の２人がＴ中学校から同じ方向へ歩きます。Ａ君とＢ君の歩く速さはそれぞれ

一定で、Ａ君が５歩で進む距離をＢ君は７歩で進み、Ａ君が４歩進む時間でＢ君は５歩進み

ます。先にＢ君が出発し、Ｂ君が４５歩進んでからＡ君が追いかけます。あとの問いに答えな

さい。

問１

問２　Ａ君は何歩でＢ君に追いつきますか。

　（Ａ君の速さ）：（Ｂ君の速さ）を最も簡単な整数の比で表しなさい。

きょ  り
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―１０ ―― ９ ―

４　下の図のような１辺の長さが６cmの立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨがあります。この立方体を

３点Ｂ、Ｄ、Ｅを通る平面、３点Ｂ、Ｅ、Ｇを通る平面、３点Ｂ、Ｄ、Ｇを通る平面、３点Ｄ、Ｅ、Ｇ

を通る平面の４つの平面でいくつかの立体に切り分けました。このうち、最も体積が大きい立体

を　  とします。あとの問いに答えなさい。

問１　立体　 の体積は何cm３ですか。

問２　頂点が立体　 のすべての辺のそれぞれちょうど真ん中の点である立体を　 とします。

このとき、立体　 の体積は何cm３ですか。
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（問題は前のページで終わり） （計算用）

―１２ ―― １１ ―

５　１から３００まで書かれている３００枚のカードがあり、Ａ君、Ｂ君、Ｃ君、Ｄ君が

１枚ずつカードを引いたところ、Ａ君の引いたカードに書かれている数とＢ君の引いた

カードに書かれている数の最大公約数は１６で、最小公倍数は４４８でした。また、Ｃ君の

引いたカードに書かれている数を１１で割ると、商とあまりが等しくなりました。

　Ｃ君の引いたカードに書かれている数は３けたの数で、Ａ君の引いたカードに書かれている

数より大きく、Ｂ君の引いたカードに書かれている数より小さくなりました。また、４人の

引いたカードに書かれている数の平均は１４１でした。引いたカードはもとに戻さないもの

として、あとの問いに答えなさい。

問１　Ａ君の引いたカードに書かれている数はいくつですか。

問２　Ｃ君の引いたカードに書かれている数はいくつですか。

問３　Ａ君、Ｂ君、Ｄ君の３人それぞれが引いたカードに書かれている数を、ある数で割った

ところ、割り切れずあまりがすべて等しくなりました。ある数は全部で何通りありますか。

もど
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